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技術名称 ICT-JET 担当部署 施工技術本部 都市技術部

NETIS登録番号 KT-180123-A 担当者 長崎 康司

社名等 ライト工業株式会社 電話番号 03-3265-2456

技術の概要

国の機関　0　件　（九州　0　件　、九州以外　0　件　）　
自治体　　 5 　件　（九州　0　件　、九州以外　5　件　）　
民　 間　　 5　件　

技 術 概 要　

　各パラメータを1つのモニターに集約し監視できるようにしたことで、各種パラメータの規定値
チェックを随時機械的に確認することが可能です。
　また、各パラメータについて一定頻度にてデータ取得していることから、取得したデータを帳票と
して出力することが可能です。

４．技術の適用範囲

・高圧噴射撹拌工法であること。
・深度データと回転数データの出力ができる地盤改良機であること。

・所定のプラント用地に加え、＋30m2程度の計器（管理ハウス）が設置可能であること。

５．活用実績（2020年3月31日現在）

１．技術開発の背景及び契機

　従来の高圧噴射撹拌工法における施工管理（圧力・流量などの段階確認）は各記録計を目視
で確認しており、各記録計が点在していることから立会作業の煩雑性が問題となっておりました
が、機械撹拌工法のような（管理装置等による）一元管理にあたり、施工機が小型であるため
データ収集が困難とされておりました。

２．技術の内容

　ICT-JETは、高圧噴射撹拌工法における施工情報を全てリアルタイムで表示（一元管理）し、更
に機械制御を可能としたシステムとなっております。
上記特長より、リアルタイムの再施工検討が可能であるため、品質向上を図ることができます。

３．技術の効果
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　写真・図・表

システム構成

計器設置状況
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問合せ先(開発会社)  株式会社アストン 営業開発部 担当：山本昌宏　電話番号：０８６－２５５－１５１１

技　 術 　概 　要

技術名称 ＮＥＴＩＳ登録番号 ＣＧ－１９００１２－Ａ ワイヤーメッシュ ＣＳスペーサー
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ワイヤーメッシュ ＣＳスペーサー（ＮＥＴＩＳ登録番号：ＣＧ－１９００１２－Ａ）

◆何について何をする技術なのか?

デッキ合成スラブにおけるひび割れ拡大防止筋の設置工において、コンクリート打設時のデッキプレー
トとひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）との設計位置を保持する鋼製スペーサー。

ひび割れ拡大防止筋の下がりを防止し、デッキ合成スラブ：コンクリートひび割れの拡大・進展を抑制

◆形　状

Ｈ３８ｍｍ
（ 品番Ｔ６-５０ )

◆期待される効果は?（新技術活用のメリットは？）

溝はめ込み構造【上右写真】により、ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）が確実に
固定され、コンクリートの品質が確保できる。

ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）とスペーサーが、確実に固定されるため、コン
クリート打設時の転倒や脱落による再設置が不要となり、工期短縮を図れる。

◆適用可能な範囲

ひび割れ拡大防止筋（ワイヤーメッシュ・溶接金網等）を使用するデッキプレート合成スラブ造構造物。

◆適用できない範囲

デッキプレート等の残存型枠以外の箇所。

◆留意事項

設置数量（ピッチ）は、３.０個／ｍ2以上 （ピッチ：６０ｃｍ×６０ｃｍ）を推奨。

ひび割れ拡大防止筋に、Ｄ１０・異形鉄筋を使用する場合は、Ｈ３０ｍｍ（品番Ｔ１０-５０）を適用。

直径６ｍｍのワイヤー
メッシュ・溶接金網用

デッキプレート山上か
らのコンクリート厚さ
８０ｍｍのスラブを想
定し、上筋でスラブ上
面から「かぶり厚さ」
３０ｍｍとなる仕様

重ね継手（重ね代）部分では、重なり部分からのスペーサーの位置を一番下で450mm以上、中央で150mm以
上離すことで、自重とたわみにより、所定の位置に収まります。

製品紹介動画

現場確認動画 Ｑ＆Ａ（よくある質問）

ＣＳスペーサー 情報掲載ページ

Ｈ

https://www.cswpd.jp/
コンクリート躯体防水研究会

1-11



��������	
��

������
���������������������
 !"#$
�%

&'()'*+,-./012./)13-4

1-12



5 5

/6&&789: ;<=> ?@ABCDEFGHIJKLCDMNOPQ:((NRSTFGHIJKLCDMNOPU:((OVWEFGX:((

YZ7U: [Z((\]^_` aXQbcdQ((

Y8:7U: e8:fghR` aX:bcUd((

5
5

1-13



i jkklm

1-14



n%op��qrstu��vwxy�������z�����{{�|�
}~n%op������u��vwx������������������|�

�~n%op����u��vwx���������������������

ij��kij i� �� �ki� j i�

1-15



��

1-16



1-17



1-18



1-19



1-20



�I��R�?@ABCD������S�� ¡¢£¤¥¦�¦§�¨©Fª«¬­�®¤°̄I±G²³³́ ²³³µµ¶��·« ¹̧�º»

¼½�¾¿ÀÁ�ÂªPÃ¬ÄÅSÆ ¤Ç�ÈOÉ¬�I��RSÊËÌÍÎÏÐS��ÑÒ�ÓÔÕÖ×Ø£Ù·Ú�I��RSÊËÌÍÎÏ ®¤EÛÜÝÞßà«¬­¤&/áâCãCSäWåæ���çè·«éêÜëWÙ·ÚìSíîà�I��RSïðÊËSÊËÌñÍÎÏ ®¤ÊàWÎÏ�òó½¤ôS�I��RÜÊàÉÕÔ«ÎÏSõWSÊËÎÏOPö£÷£Õ&/áâCãC���£Ù·ÚÊàWÎÏOPSáâCãC���¤øùú�à«�I��R ®dU:((ûN¤Æü�à«�I��R ®8U:((ûN÷· ¹̧ ¤ýÊ�í«¬þÛ�íW��S����Ù«¬­¤�ËNÜW�í«OVW��®�� ÞÙ·Ú

1-21



� � ��

1-22



技術名称
エポコラムTaf工法
(地中障害物混在地盤対応地盤改良工法)

担当部署 技術部

NETIS登録番号 QS-180012-A 担当者 木寺　智則

社名等 エポコラム協会 電話番号 092-412-0263

技術の概要

国の機関　 25　件　（九州　　  4件　、九州以外　21件　）
自治体　　　39　件　（九州　　19件　、九州以外　20件　）
民　 間　　　24　件　（九州　　10件　、九州以外　14件　）

　地盤改良とは，一般的に軟弱地盤を強固な地盤に改良することを目的としております。
　しかしながら，近年多発している地震等により発生した地盤災害の知見から，深層混合処理工
法の用途が拡大しており，改良対象となる地盤の性状は，軟弱地盤から，中間層に高Ｎ値の砂
礫層や転石層等の硬質地盤，地中障害物が残置されている地盤等，多種多様となってきました。
　これらの硬質地盤・地中障害物残置地盤に対し、従来は地盤改良施工とは別途の補助工法を
用いて先行掘削等を行った後，地盤改良施工を行っており，二工種・二工程が必要となっていま
した。
　そのため，従来より効率的に地盤を改良できる工法の開発が急務となっていました。

２．技術の内容

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

５．活用実績

　エポコラムの互いに異なる方向に回転する撹拌翼は，翼間の土と固化材を共回りさせることなく
強制的に切り返すことにより撹拌効果を上げることにより，低速回転で高品質なコラムを築造しま
す。
　エポコラムTaf工法は，独自の低速回転・高トルク性能を活用し，さらに掘削ヘッド・耐摩耗プ
レートの開発することによって，従来では困難とされる硬質地盤層における貫入撹拌や，地中残
存物の破砕と改良を同一工程で行うことを可能にしました。
　硬質地盤の礫・玉石混じり層では，N値50程度でも掘削が可能です。
　また，地中障害物残置地盤では，最大径2,500mmによる施工が可能であり，工期短縮とコスト
縮減が可能です。

・掘削ヘッドを地中障害物対応としたことから，先行掘削工が不要となり，経済性及び工程の向上
が期待できます。
・側面のプレートを装備したことで，地中障害物混在地盤において，掘削ヘッドの摩耗度を減少さ
せ、耐久性が向上し掘削ヘッドの交換頻度が減少します。
・現場条件によって掘削ヘッドのタイプを各種選定できます。
・破砕後の地中障害物は，改良体内に一体化させることで廃棄物の発生の抑制が可能です。

・単軸施工機種「φ1,500～2,500」で適用可能。
・適用地盤(砂質土,礫質土;N≦50,粘性土;N≦20)
・中間層に転石(φ300mm程度以下)が点在する場合でも撹拌混合が可能。
・支持層への根入れ能力(砂質土,礫質土;N≦50,粘性土;N≦20,風化岩≦50,Dm級)
・支持層への根入れ長としては,上記のN値で0.50m～1.00m程度とする。
・残置地中障害物【既製コンクリート杭・表層改良体・中層改良体・深層改良体・コンクリートガラ・
瓦礫等】

４．技術の適用範囲

３．技術の効果
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写真・図・表

杭破砕同時施工

Tafプレート取付け

Tafヘッドのタイプ（例）

山型

谷型

ＲＷ刃体
(脱着)

通常刃体
(脱着)

     型

(     +ＲＷ+山型)

(     +通常)

(     +ＲＷ+谷型)

通常刃体
(溶接)

Tafプレート

Taf     

エポコラムTaf工法
撹拌翼全景

中翼

掘削ヘッド

芯翼

外翼

低速回転

高トルク

回転方向

回転方向

撹拌翼模擬図
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取替前 取替後

LED55Wナトリウム灯110W

コストの削減!!
光源ユニットのみをLEDに交換することで、
製造コストを抑え、電気料金も削減でき、大
幅なコストダウンとなります。

取替前 取替後

LED55W水銀灯110W

既存灯具を再利用!!
既存の照明器具をそのまま使うので、照明器具を廃
棄することがありません。そのため、処分の際に発
生するCO2を削減でき、地球温暖化対策にも貢献で
きる製品となっております。

街の景観はそのままに!!
光源ユニットのみの交換なので、その街に合った照明器具
を残すことができ、景観を損なうことがありません。

写真：御牧大橋

10年でこんなにお得!!
水銀灯400WとLED改造ユニット88Wで比較
点灯時間： 12h/日
点灯日数： 365日/年 (10年検討)

(九州電力料金)

LEDユニットを
取り付ける

既存ランプを

取り外す

ソケットを

取り外す

反射板を

取り外す

LEDユニットと
電源を結線

天の川 LED光源ユニット NETIS登録番号：QS-160011-A

株式会社共立電照
TEL：0985-65-6700
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NETIS登録Ｎｏ. ＱＳ－２０００２１－Ａ

株式会社共立電照
TEL：0985-65-6700

ソーラー蓄電システム一体のＬＥＤ照明
停電の影響を受けず、街を照らし続けます⇒防災・防犯効果が期待できます

・独立電源の照明灯 引込線工事不要で工程短縮
・長寿命ＬＥＤ ９００００時間の長寿命、191.1ｌｍ／Ｗの高効率
・ステンレス本体 耐蝕性に優れ、丈夫で長寿命
・オプション付属可能 コンセント、人感センサー、防犯カメラ
・調光コントローラー バッテリー残量で照明出力調光、消えない光

NETIS登録Ｎｏ. ＱＳ－２０００３１－Ａ

広スパン配光の小型軽量ＬＥＤトンネル灯
小型・軽量・スリム化で、施工性の向上が期待できます

・独自レンズの開発 広スパン化で設置台数の減少、工程の短縮
・長寿命ＬＥＤ ９００００時間の長寿命 メンテナンス費用の削減

建電協型式の製品を

ラインナップ

基本照明

入口照明

停電時照明

灯具を約２／５ 小型・軽量・スリム化

従来技術 低圧ナトリウムランプ 新技術 ＬＥＤスリム型トンネル灯

独自レンズの開発により、広スパン化

独自レンズにより省スペース化 設置台数の減少で工程の短縮
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